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編
集
発
行 

鈴 

木 

伸 

昌  

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
昔
の
全
日
本
居
合
道
連
盟
の
新
聞
を
お
譲
り
く
だ

さ
い
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、
お
申
し
出
頂
い
た
先
生
が
お
ら
れ
、
そ
の
ご
厚
情
に

深
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。
そ
の
中
の
お
一
人
の
先
生
と
は
、
そ
の
後
メ
ー
ル
等

を
通
じ
、
色
々
な
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
冊
の
本
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
本
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
に
別
の
本
の
情
報

が
あ
り
、
そ
の
本
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
更
に
別
の
本
の
情
報
が
あ
り
、
こ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
で
も
、
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
大
変
貴
重
な
本

を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
高
知
県
体
育
史
」「
平
尾
道
雄
選
集
全
四
巻 

第
一
巻 

土
佐
・
維
新
回
顧
録

(

編
述) 

第
二
巻 

土
佐
・
庶
民
史
話 

第
三
巻 

土
佐
・
人
と
風
土 

第
四
巻 

土
佐
・
武
道
と
仇
討
ち
」「
剣
と
人
と
」
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
知
県
の
方
が

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
英
信
流
の
事
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
こ
の
本
か
ら
の
子
引
き
、
孫

引
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
英
信
流
の
数
代
前
の
宗
家
と
も
な
る
と
、
も
は
や
歴
史
上
の
人
物
と
い

う
捉
え
方
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
例
え
ば
宮
本
武
蔵
を
宮
本
先
生
と
呼
ば
ず
、

呼
び
捨
て
に
す
る
よ
う
に
、「
林
六
太
夫
守
政
が
九
代
で
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
て

居
り
ま
し
た
が
、
そ
の
来
歴
が
詳
し
く
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
「
九
代
の
林
先

生
は
」
と
ご
く
自
然
に
、
呼
び
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
小
生
に

取
り
ま
し
て
貴
重
な
読
書
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
本
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
印
象
深
い
こ
と
を
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
後
に
概
略
を
三
つ
の
表
に
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

※ 
 

 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 

 

※ 

「
仕
物
」 

 
 

河
野
先
生
が
、
土
佐
の
曽
田
虎
彦
先
生
の
厚
意
の
も
と
収
集
し
た
土
佐
居
合

兵
法
の
文
献
集
で
あ
る
「
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
叢
書
」
の
中
に
「
仕
物
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。 

さ
る
先
生
よ
り
、
こ
れ
は
「
つ
か
ま
つ
り
も
の
」
と
読
み
、
上
位
討
ち
の
こ
と

を
い
う
の
だ
と
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
。 

し
か
し
、
こ
の
「
仕
物
」
に
つ
い
て
、
前
述
の
平
尾
先
生
の
著
書
で
は
「
し
も

の
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
。 

「
こ
の
上
位
討
ち
の
事
例
は
土
佐
で
は
、
二
代
藩
主
忠
義
の
時
代
ま
で
で
、
そ

の
以
後
は
殆
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
仕
物
」
す
な
わ
ち
上
位
討
ち
は
戦
国
の

遺
風
で
あ
り
、
刑
罰
の
一
種
で
は
あ
る
が
必
ず
し
も
法
的
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
な

く
、
時
に
は
支
配
者
の
感
情
次
第
で
首
が
飛
ぶ
の
で
、
法
制
の
整
備
と
と
も
に
跡

を
絶
つ
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

英
信
流
を
土
佐
に
伝
え
た
林
六
太
夫
先
生
は
四
代
か
ら
八
代
の
藩
主
に
仕
え
た

の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
土
佐
で
は
「
仕
物
」
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
時
代
に
伝
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わ
っ
た
英
信
流
の
文
献
に
戦
国
の
遺
風
と
も
呼
ば
れ
る
「
仕
物
」
に
つ
い
て
記
載

が
あ
る
の
は
、
居
合
が
戦
国
時
代
に
誕
生
し
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
或
い
は
、
も
し
上
位
討
ち
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
備
え
て
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

余
談
だ
が
、
こ
の
本
で
「
杯
」
と
あ
る
の
は
「
抔
」
の
間
違
い
で
あ
る
。「
杯
」

は
木
偏
で
盃
と
い
う
意
味
、「
抔
」
は
手
偏
で
、「
な
ど
」
と
い
う
意
味
。
お
そ
ら

く
筆
文
字
で
は
、
木
偏
と
手
偏
と
判
別
が
難
し
か
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 

「
土
佐
に
渡
っ
た
以
降
の
歴
代
宗
家
」 

江
戸
時
代
の
土
佐
の
文
献
に
は
「
宗
家
」
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。「
師
匠
役
」「
芸
家
」「
師
家
」
と
い
う
表
現
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
使
い
分
け
の

根
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
代
目
を
継
承
し
た
人
物
の
尊
称
と
い
う
意
味
で
、

河
野
先
生
も
使
っ
た
「
宗
家
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。 

九
代
の
林
六
太
夫
守
政
先
生
、
そ
の
先
祖
は
池
田
豊
後
と
い
う
中
村
一
条
家
家

来
。
そ
の
子
孫
は
中
村
家
没
落
後
長
曾
我
部
家
に
仕
え
、
そ
の
後
長
曾
我
部
浪
人

と
し
て
大
津
に
住
み
、
林
と
姓
を
改
め
、
山
内
家
に
仕
え
た
。
六
太
夫
守
政
先
生

の
役
職
は
料
理
人
頭
で
、
そ
の
当
時
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。「
藩
主
豊
昌
公
の
お

供
で
江
戸
参
勤
の
道
す
が
ら
、
淀
舟
で
さ
る
西
国
大
名
と
出
会
っ
た
際
に
、
船
中

に
向
か
え
御
馳
走
が
始
ま
っ
た
時
、
六
太
夫
先
生
は
、
ま
な
箸
で
皿
鉢
を
は
さ
み
、

船
べ
り
か
ら
川
の
水
を
す
く
っ
て
洗
う
手
際
が
と
て
も
鮮
や
か
で
、
船
中
の
主
客

が
感
嘆
し
た
と
の
こ
と
。
」 

そ
の
他
、
弓
、
馬
、
剣
、
槍
な
ど
の
武
芸
も
皆
、
印
可
を
受
け
て
い
た
。
そ
の

上
謡
曲
や
鼓
ま
で
そ
の
技
を
極
め
て
い
た
。
有
職
故
実
は
伊
勢
兵
庫
に
師
事
し
元

禄
十
六
年
、
九
月
故
実
礼
節
の
伝
授
を
受
け
、
書
道
は
佐
々
木
文
山
に
習
い
抜
群

の
誉
れ
が
あ
っ
た
。 

知
行
は
は
じ
め
八
十
石
で
新
小
姓
だ
っ
た
が
、
後
に
百
六
十
石
の
馬
廻
り
に
昇

格
し
、
役
職
も
料
理
人
頭
か
ら
故
実
礼
節
方
専
門
の
指
南
役
に
ま
で
出
世
し
た
。

居
合
は
、
江
戸
浪
人
荒
井
勢
哲
か
ら
皆
伝
を
受
け
た
が
、
居
合
を
表
芸
に
は
し
な

か
っ
た
の
で
師
匠
役
に
は
任
命
さ
れ
て
い
な
い
。 

山
内
家
で
は
芸
家
の
制
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
世
襲
制
で
あ
っ
た
。
師
匠
役
と

い
う
の
が
、
山
内
家
の
芸
家
と
し
て
の
役
職
で
あ
る
な
ら
、
林
先
生
は
土
佐
に
居

合
は
伝
え
た
が
、
芸
家
の
対
象
と
し
て
居
合
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

少
な
く
と
も
、
居
合
の
継
承
と
い
う
意
味
で
は
、
六
太
夫
先
生
の
実
子
が
幼
か

っ
た
た
め
養
子
安
太
夫
先
生
が
十
代
を
継
い
で
い
る
。 

十
一
代
大
黒
元
右
衛
門
先
生
は
六
太
夫
先
生
の
義
理
の
甥
で
あ
る
。 

十
二
代
は
六
太
夫
先
生
の
孫
で
あ
る
益
之
丞
先
生
が
継
い
で
い
る
。 

こ
の
時
点
で
居
合
が
山
内
家
の
芸
家
と
し
て
認
識
さ
れ
、
芸
家
は
世
襲
制
だ
か

ら
、
林
家
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
も
と
も
と
六
太
夫
先
生
の
実
子
が
幼

く
、
大
黒
先
生
に
「
自
分
と
し
て
は
預
か
り
の
意
味
で
継
承
し
て
い
た
か
ら
」
と

い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
、
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
こ
で
、
大
黒
先
生
は
、
何
故
か
、
坪
内
某
に
も
伝
書
を
出
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
。
も
し
や
、
本
来
の
手
を
開
く
抜
き
付
け
を
林
家
系

統
に
継
承
し
、
自
分
の
工
夫(

？)

で
あ
る
握
っ
た
ま
ま
の
抜
き
付
け
を
残
し
た
く

て
別
に
伝
書
を
出
し
た
の
か
と
空
想
は
膨
ら
む
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
坪
内
某

か
ら
の
流
れ
が
、
山
川
久
蔵
先
生
、
下
村
茂
市
先
生
、
細
川
義
昌
先
生
と
続
き
、

下
村
派
と
な
っ
て
い
く
。 

十
三
代
は
、
益
之
丞
先
生
の
門
下
の
中
で
抜
群
の
誉
れ
高
い
依
田
万
蔵
先
生
だ

が
、
そ
の
次
は
ま
た
林
家
に
も
ど
り
弥
太
夫
先
生
が
十
四
代
、
そ
の
弟
子
の
谷
村

亀
之
丞
先
生
が
「
居
合
の
師
家
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。」
山
内
容
堂
も
谷
村
先
生
の
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弟
子
で
あ
り
、
谷
村
先
生
よ
り
「
居
合
根
元
の
巻
」「
目
録
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。 

谷
村
亀
之
丞
先
生
は
、
天
保
十
五
年
正
月
「
居
合
術
を
家
芸
と
し
て
一
家
を
創

立
し
」
、
馬
廻
り
末
子
と
い
う
格
式
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。 

「
居
合
の
師
家
に
取
り
立
て
ら
れ
た
」「
居
合
術
を
家
芸
と
し
て
一
家
を
創
立

し
」
と
二
つ
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
意
味
な
の
か
、
違
う
意
味
な
の

か
深
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

前
述
の
「
居
合
の
師
家
に
取
り
立
て
ら
れ
た
」
と
は
十
四
代
の
林
先
生
か
ら
谷

村
先
生
が
次
の
代
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
、 

後
述
の
「
居
合
術
を
家
芸
と
し
て
一
家
を
創
立
し
、
馬
廻
り
末
子
と
い
う
格
式

に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
」
と
は
、
林
先
生
か
ら
次
の
代
と
し
て
み
と
め
ら
れ
た
谷
村

先
生
が
、
山
内
家
の
芸
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
馬
廻
り
役
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う

意
味
な
の
か
。 

恐
ら
く
、「
平
尾
道
雄
選
集
全
四
巻
」
の
著
者
平
尾
道
雄
氏
が
当
た
っ
た
原
典
た

る
古
文
書
等
で
も
、
こ
の
辺
は
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。 

(

歴
史
の
解
釈
は
原
典
に
当
た
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
平
尾
氏
が
あ
た
っ
た
原
典

が
何
か
は
不
明
な
の
で
確
認
で
き
ず
、
推
測
に
過
ぎ
な
い
。) 

も
う
一
つ
、
記
載
の
内
容
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
。 

谷
村
先
生
は
居
合
術
の
一
家
を
創
立
し
、
馬
廻
り
末
子
と
い
う
格
式
に
取
り
立

て
ら
れ
た
、
と
記
載
が
あ
る
が
、
吉
田
東
洋
に
よ
っ
て
世
襲
制
が
廃
止
さ
れ
た
時

の
武
芸
諸
家
の
記
録
で
は
、谷
村
先
生
は
、
小
姓
組
三
人
扶
持
切
符
十
石
と
あ
る
。 

幕
末
の
頃
、
土
佐
の
職
務
分
掌
は
、
家
老
職
十
一
件
、
中
老
職
十
一
軒
、
御

馬
廻
り
八
百
軒
、
御
小
姓
組
定
数
な
し
、
御
留
守
居
組
定
数
な
し
。
こ
れ
ら
を
士

格
。
こ
れ
以
外
は
軽
格
と
さ
れ
た
て
い
る
。 

谷
村
先
生
が
一
家
を
創
立
し
た
天
保
十
五
年
一
八
四
四
年
に
馬
廻
り
だ
っ
た
の

が
、
文
久
二
年
一
八
六
二
年
に
小
姓
組
三
人
扶
持
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
十
八
年

の
間
に
降
格
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
。 

ま
た
、
廃
止
さ
れ
た
芸
家
制
は
、
当
の
吉
田
東
洋
が
武
市
半
平
太
の
手
の
者
に

依
り
暗
殺
さ
れ
た
二
か
月
後
に
は
復
活
し
て
い
る
。
な
ぜ
復
活
し
た
の
か
、
そ
し

て
、
こ
の
復
活
が
世
襲
制
ま
で
復
活
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
復
活
し
た
四
か
月
後
、
谷
村
先
生
は
病
没
し
、
五
藤
孫
兵
衛
先
生
が
十
六

代
を
継
い
で
い
る
。
五
藤
先
生
は
谷
村
先
生
の
実
子
で
も
養
子
で
も
な
い
と
思
わ

れ
る
。
何
故
な
ら
五
藤
先
生
は
山
内
家
家
老
の
一
族
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
三
年
後
、
ま
た
芸
家
制
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
二
年
後
大
政
奉
還
と
な
る
。 

な
お
、
世
襲
制
が
廃
止
さ
れ
た
時
の
武
芸
諸
家
の
記
録
に
は
、
下
村
派
の
流
れ

を
汲
む
山
川
久
蔵
先
生
が
馬
廻
り
末
子
、
下
村
茂
市
先
生
が
小
姓
組
と
あ
り
、
当

時
の
居
合
の
道
統
を
継
ぐ
先
生
は
、
谷
村
派
も
下
村
派
も
皆
、
上
士
の
家
格
で
あ

っ
た
。 

下
村
派
の
道
統
を
下
村
先
生
か
ら
継
い
だ
細
川
義
昌
先
生
は
郷
士
の
出
で
、
い

わ
ゆ
る
下
士
で
あ
る
。
道
統
を
継
い
だ
日
付
が
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
幕
末
最
末
期

の
た
め
、
下
士
で
も
継
ぐ
こ
と
が
出
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
有
能
で
あ
れ
ば
下
士

で
も
取
り
立
て
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。 

(

土
佐
藩
に
お
け
る
上
士
と
下
士
の
家
格
の
差
は
厳
然
と
し
て
お
り
、
雨
の
日
に

下
士
は
下
駄
す
ら
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
か
。
司
馬
遼
太
郎
は
武
市
半
平
太
の
組
織

を
「
土
佐
勤
王
党
」
と
、
あ
た
か
も
土
佐
全
体
を
対
象
と
し
た
組
織
の
如
く
書
い

た
が
、
当
時
上
士
で
あ
っ
た
板
垣
退
助
は
、
そ
の
組
織
を
「
下
士
勤
王
党
」
と
呼

ん
で
い
る
あ
た
り
に
、
土
佐
独
特
の
上
士
下
士
の
意
識
の
差
が
見
て
取
れ
よ
う) 

土
佐
で
は
、
居
合
の
流
派
名
に
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
。
長
谷
川
流
の
外
に
、

林
崎
夢
想
流
、
林
崎
神
伝
重
信
流
、
林
崎
新
伝
流
、
林
崎
無
双
神
伝
重
信
流
と
も

呼
ん
だ
が
、
同
一
名
称
と
「
居
合
根
元
の
巻
」
に
記
載
が
あ
る
。 

明
治
期
に
入
り
、
長
谷
川
流
と
大
森
流
を
整
理
統
合
し
無
双
直
伝
英
信
流
と
唱
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え
た
の
は
十
七
代
大
江
正
路
先
生
で
あ
る
。 

十
八
代
の
穂
岐
山
波
緒
先
生
は
、
長
曾
我
部
の
名
族
出
身
で
あ
っ
た
。
中
学
時

代
に
大
江
先
生
に
入
門
。
中
学
時
代
に
早
く
も
大
江
先
生
と
共
に
京
都
武
徳
際
に

参
加
し
演
武
、
総
裁
で
あ
っ
た
山
階
宮
よ
り
再
度
演
武
の
所
望
が
あ
り
、
特
別
の

演
武
を
行
い
、
菊
花
ご
紋
章
入
り
白
鞘
短
刀
一
振
り
を
拝
領
し
、
出
藍
の
誉
れ
と

な
っ
た
。 

長
じ
て
、
中
西
岩
樹
先
生
と
共
に
大
江
先
生
門
下
の
双
璧
と
な
り
、
優
劣
つ
け

難
い
中
、
大
江
先
生
と
し
て
は
同
じ
武
士
の
後
衛
に
伝
え
よ
う
と
の
郷
秋
で
穂
岐

山
先
生
が
継
承
者
に
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

か
く
し
て
大
正
十
年
八
月
三
日
、
大
江
先
生
は
当
時
三
十
歳
の
穂
岐
山
先
生
を

ご
自
宅
に
招
き
、
宗
家
伝
来
の
太
刀
で
あ
る
兼
永
二
尺
四
寸
九
分
と
伝
書
を
渡
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
十
二
年
頃
よ
り
大
阪
・
神
戸
な
ど
県
外
講
習

に
は
大
江
先
生
の
意
志
に
よ
り
、
名
代
か
つ
十
八
代
宗
家
と
し
て
出
張
さ
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
年
四
十
四
歳
と
い
う
若
さ
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。 

十
九
代
へ
の
継
承
に
つ
い
て
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
の
「
居
合
道
名
人
伝
」

で
は
、「
穂
岐
山
が
急
逝
し
、
道
統
の
し
き
た
り
に
暗
か
っ
た
未
亡
人
は
、
高
知
商

業
の
同
僚
で
い
き
き
も
頻
繁
に
あ
っ
た
福
井
春
政
に
伝
書
や
刀
を
手
渡
し
、
こ
れ

が
事
実
上
の
十
九
代
の
引
継
ぎ
と
な
っ
た
」
と
、
あ
た
か
も
、
こ
の
継
承
が
、
正

統
な
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
印
象
付
け
る
よ
う
な
記
載
で
あ
る
が
、
福
井
先
生
は
、

穂
岐
山
先
生
の
遺
言
に
よ
り
昭
和
十
年
二
月
に
継
い
だ
と
い
う
こ
と
が
、「
高
知
県

体
育
史
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
折
福
井
先
生
は
当
初
こ
れ
を
固
辞
し

「
相
撲
の
吉
田
家
の
よ
う
に
穂
岐
山
氏
の
宗
家
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
遺
児
の
成

長
を
待
つ
」
こ
と
を
主
張
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
居
合
道
名
人
伝
」
で
は
、
更
に
「
柔
道
教
師
で
あ
っ
た
福
井
は
穂
岐
山
の
影

響
で
居
合
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
江
一
門
で
は
後
発
組
で
実
力
の
上
で
は

か
な
ら
ず
し
も
第
一
人
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
続
き
、
福
井
先
生
の

実
力
に
ま
で
言
及
し
、
な
に
や
ら
情
報
操
作
の
様
で
あ
る
が
、
ど
の
世
界
で
も
、

後
発
組
が
先
発
組
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。 

福
井
春
政
先
生
は
、
そ
も
そ
も
は
柔
道
家
で
あ
っ
た
。
講
道
館
系
の
鈴
江
吉
重

先
生
門
下
で
あ
り
、
戦
前
は
市
立
商
業
学
校
の
柔
道
指
導
者
、
戦
後
は
高
知
柔
道
協

会
の
二
代
目
会
長
を
務
め
、
そ
の
後
名
誉
会
長
職
に
も
つ
い
て
い
る
。 

居
合
は
、
大
正
三
年
、
鈴
江
吉
重
先
生
に
習
い
、
そ
の
後
大
江
先
生
に
入
門
。
そ

し
て
大
正
十
三
年
に
は
武
徳
祭
の
演
武
に
お
い
て
そ
の
術
の
精
錬
な
る
を
も
っ
て

武
徳
会
総
裁
邦
彦
王
よ
り
表
彰
さ
れ
、
昭
和
三
年
後
大
礼
奉
祝
演
武
大
会
に
お
い

て
同
じ
く
邦
彦
王
よ
り
ご
紋
章
附
御
盃
を
賜
っ
て
い
る
。
昭
和
七
年
に
は
教
士
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
を
記
載
し
て
お
く
。 

 
 

 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
土
佐
の
武
道 

河
野
先
生
が
、
居
合
と
出
会
い
、
入
門
し
た
の
は
昭
和
二
年
の
事
で
あ
る
。 

そ
れ
と
時
期
を
前
後
し
た
土
佐
の
剣
道
の
状
況
に
つ
い
て
、
坂
本
土
佐
海
先
生

の
「
剣
と
人
と
」
が
興
味
深
い
。 

坂
本
土
佐
海
先
生
は
始
め
、
松
田
栄
馬
先
生
に
習
い
、
そ
の
後
大
江
先
生
に
つ

か
れ
た
。
そ
の
坂
本
先
生
の
話
に
よ
れ
ば
、「
土
佐
で
剣
道
を
修
め
る
も
の
は
居
合

も
学
ん
だ
」「
学
生
時
代
に
剣
道
仲
間
と
四
国
武
者
修
行
の
旅
を
し
、
そ
の
剣
道
仲

間
に
は
西
川
倍
水
先
生
、
竹
村
静
雄
先
生
、
田
岡
伝
先
生
な
ど
が
お
ら
れ
た
。
そ

の
四
国
武
者
修
行
の
旅
で
は
、
高
松
駅
で
植
田
平
太
郎
先
生(

中
山
博
道
先
生
ご
門

弟)
の
お
迎
え
を
頂
き
、
ご
子
息
と
稽
古
す
る
。」「
武
者
修
行
の
当
時
高
知
県
内
で

名
の
あ
る
剣
士
の
一
人
に
山
本
宅
治
先
生
の
名
を
あ
げ
て
い
る
」「
学
生
当
時
に
山

内
豊
健
先
生
は
軍
刀
術
で
も
抜
群
の
名
声
を
博
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
ご
自
宅
で
指

導
を
受
け
た
」
等
々
。 
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ま
た
、
土
佐
の
居
合
人
は
、
殆
ど
が
剣
道
も
修
行
さ
れ
て
お
ら
れ
、
田
岡
伝
先

生
、
坂
本
土
佐
海
先
生
は
範
士
に
ま
で
上
り
詰
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。 

山
本
宅
治
先
生
は
、
剣
道
は
高
野
佐
三
郎
先
生
門
下
で
あ
り
、
高
知
連
隊
、
高

知
憲
兵
隊
、
私
立
土
佐
中
学
校
で
剣
道
を
教
え
て
い
る
。 

伝
承
会
報
前
号
に
お
い
て
、
細
川
義
昌
先
生
の
縁
に
つ
ら
な
る
西
内
雅
先
生
を
、

福
井
先
生
が
と
て
も
か
わ
い
が
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
が
、
土
佐

の
居
合
人
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
居
合
を
始
め
る
前
か
ら
、

剣
道
を
通
じ
て
、「
み
ん
な
知
り
合
い
だ
っ
た
」
し
か
も
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
剣

道
仲
間
」
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
濃
密
な
人
間
関
係
の
絆
で
む
す
ば
れ
て
い
た
こ

と
を
、
こ
の
本
で
今
回
強
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 

 

※ 
 
 
 

※ 

河
野
先
生
、
宗
家
継
承
の
背
景 

土
佐
で
は
敗
戦
に
次
い
で
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
南
海
地
震
に
遭
い
、
死
者

七
百
人
が
出
る
天
災
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
五
年
、
福
井
先
生
は
宗
家
を
河
野
先
生
に
継
承
さ
せ
る
。 

高
知
県
体
育
史
に
は
、
な
ぜ
宗
家
が
土
佐
か
ら
出
た
か
に
つ
い
て
福
井
先
生
の

言
葉
を
載
せ
て
い
る
。 

「
戦
後
居
合
は
剣
道
と
同
じ
く
土
佐
で
は
禁
止
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
県
外
で

は
盛
ん
に
や
っ
て
い
た
の
で
、
何
と
か
土
佐
で
始
め
た
い
と
山
本
宅
治
、
山
本
晴

介
な
ど
県
内
同
志
に
相
談
し
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
皆
、
今
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
先
ず
食
う
こ
と
が
先
だ
と
言
っ
て
取
り
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
思
案
の
末

こ
の
道
の
将
来
と
発
展
を
考
え
、
や
む
な
く
県
外
人
で
は
あ
る
が
、
従
来
こ
れ
に

最
も
力
を
注
い
で
く
れ
て
お
り
、
か
つ
心
技
共
に
立
派
な
河
野
に
譲
る
こ
と
に
し

た
。
又
一
面
で
は
居
合
が
全
国
的
な
も
の
と
な
る
た
め
に
も
、
い
た
ず
ら
に
土
佐

人
と
し
て
、
小
さ
な
土
佐
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
大
江
先
生
も
常
に

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
し
、
こ
う
す
る
こ
と
が
こ
の
道
の
為
に
も
良
い
と
信
じ
た

こ
と
で
あ
る
。
」 

宗
家
継
承
の
前
年
、
つ
ま
り
福
井
先
生
が
同
志
に
相
談
し
た
と
思
わ
れ
る
昭
和

二
十
四
年
当
時
福
井
先
生
六
十
五
歳
、
山
本
宅
治
先
生
六
十
三
歳
、
山
本
晴
介
先

生
五
十
五
歳
。
河
野
先
生
は
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。 

前
述
の
よ
う
に
、
土
佐
に
お
け
る
居
合
道
・
剣
道
修
行
者
の
濃
密
な
絆
の
結
び

つ
き
が
あ
る
こ
と
、
英
信
流
は
江
戸
中
期
か
ら
土
佐
で
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き
た

武
道
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
宗
家
を
県
外
に
出
す
こ
と
に
つ
い
て
、 

河
野
先
生
が
宗
家
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
・
識
見
・
居
合
の
技
量
を
も
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
な
お
、 

そ
の
土
佐
の
剣
友
か
ら
、
ど
ん
な
反
応
が
出
る
か
は
、
福
井
先
生
は
十
二
分
に

わ
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
福
井
先
生
を
し
て
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
決
断

を
な
さ
し
め
た
も
の
は
な
ん
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
心
中
は
い
か
ば
か

り
か
。
そ
し
て
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
宗
家
を
継
承
さ
れ
た
河
野
先

生
の
両
肩
に
は
、
土
佐
の
方
た
ち
の
思
い
も
ま
た
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
と
、
深
く
感
じ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

※ 
 

 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 
 

※ 
 
 

 

※ 

結
び 今

回
、
福
井
先
生
の
口
癖
を
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
回
初
め
て
知
っ
た
。 

「
居
合
は
や
っ
て
も
居
合
乞
食
に
な
る
な
」 

居
合
乞
食
と
聞
き
、
昨
年
世
間
を
賑
わ
せ
た
居
合
道
八
段
昇
段
審
査
に
お
け
る

審
査
員
へ
の
金
品
授
受
問
題
を
思
い
出
す
。
送
っ
た
人
、
貰
っ
た
人
、
後
始
末
を

う
や
む
や
に
し
た
当
該
連
盟
。
ま
さ
し
く
居
合
乞
食
。 

同
じ
居
合
人
と
し
て
は
物
凄
く
恥
ず
か
し
く
思
う
が
、
少
な
く
と
も
自
分
と
そ

の
門
下
だ
け
は
、
廉
恥
の
情
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
希
う
の
み
で
あ
る
。 


